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ーギニア系とオーストロネシア系）と外国人由来の言語，

そして，多様な人々が相互にコミュニケーションするた

めの「共通言語」である英語とトクピシンの話者が存在

する．そして，それらの言語の数を計算したのが(2)で，

マダンの町には潜在的に 500 言語もの話者が存在するこ

とになる． 

(2) マダンの町に話者が存在する可能性のある言語数： 

a: 3語（アメレ語，ビルビル語，ノボノブ語） 

b: 260*0.8 + 600*0.4= 208 + 240 = 448語（マダン州の言語

の 8割と，その他パプアニューギニア全域の言語 4割

が存在すると仮定） 

c: 30語（マダンに居住・一時滞在する外国人の言語） 

d: 2語 （公用語である英語とトクピシン） 

 a + b + c + d = 483 ≒  500 
 

(2)で算出された 483 もの言語には，町には話者が一人し

か存在しない言語がありうるだろうし，一人の話者が多

言語を使い分ける場合も考えられる．特に注目するのが，

(1a)のマダンの町近郊で話されるメジャー3言語（アメレ

語，ビルビル語，ノボノブ語）である．これら 3 言語が

マダンの町でそれぞれの集団を形成している． 

以下の図 3 にマダン州で話されている現地語（ニュー

ギニア系，オーストロネシア系）を示す．マダン州内だ

けでも，260語存在し，マダンの町において，それらの言

語の話者が少なくとも一人は存在すると考えられる． 

図3：パプアニューギニア，マダン州の言語  (Ethnologue) 

(http://www.ethnologue.com/show_map.asp?name=PG&seq=90) 

本節では，マダンの町でどのような言語，500もの言語

が話されているかを示した．次節以降で，なぜこのよう

な多言語状況が生じているのかという点と，社会言語学

的にこの状況をどのように説明できるかについて考える． 

3. 理論的考察 

本節では，マダンの町における多言語状況の観察につ

いて，いくつかの理論的観点に基づいて考察を行う．言

語の断続平衡．言語接触とトクピシンの役割の 3 点から

多言語状況を説明しようと試みる． 

 平衡状態  (Dixon 1997, Nettle & Romaine 2000) 

言語変化と多様性の考え方として「断続平衡(punctuated 

equilibrium)」の仮説がある．これは，ある地域に似たよ

うな集団が存在し，どの集団もとりわけ大きな力を持つ

ことなく，各言語が比較的平衡を保ちつつ，長い期間に

わたって言語圏を形作る．そして，平衡が破れるとき，

急激な言語変化が起こる．マダンの場合，そのような平

衡状態が（トクピシンやその他の外国語の流入にも関わ

らず）持続していると考えられる．この場合，人々はお

互いの言語が混ざらないよう，注意を払っている．特に

(1a)の近郊のアメレ，ビルビル，ノブノボの共同体は，現

地語の保持をしており，平衡状態を保とうする努力をし

ている．マダンの町でも上記3言語の話者が特に多い． 

 言語接触  (Winford 2003, Heine & Kuteva 2005) 

マダンの町は多言語な状況にあるわけなので，様々な言

語接触が存在する．例えば，ニューギニア系とオースト

ロネシア系の接触，現地語とトクピシンの接触，そして，

英語や日本語，中国等の外国語との接触がある．その結

果，マダンの町に住む人やその近隣の住民は少なくとも2

言語以上の言葉を話すことができる（通常はトクピシン

と現地語の組み合わせである）．Winford (2003:10‐11)では，

言語接触の状況を明らかにするには，「言語学的及び社会

文化的な要因」を探る必要があると論じ，接触から生じ

るタイプとして，「維持」，「変化」，そして「新たな接触

言語の創造」を挙げている．マダンの場合，3番目の新た

な接触言語として，トクピシンが相当する．また，Heine 

& Kuteva (2005:ch 5)では，言語接触から生じる言語エリア

として，Sprachbund（言語連合）, Metatypy（相互の文法

交換：カルカル島のタキア語とワスキア語の関係：後述

の図 4参照）と文法化エリアの 3つを挙げている．マダ

ンのエリアに関しては，Sprachbund として考えるには範

囲が狭すぎ，Metatypy や文法化エリアと考えるには，接

触による明白で網羅的な文法変化が観察されなければな

らない．500近くもの言語が共存する状況は世界的に見て

もまれで，別の定義が必要かと思われる． 

 トクピシンの役割  (Lynch 1998, Lynch et al. 2002） 

トクピシンはパプアニューギニアの公用語のひとつであ

り，言語のタイプとしては英語ベースのクレオールに属

する．McMahon (1994:ch 10, 260)は，そのようなクレオー

ル言語が拡張と綿密な形成によるものと特徴付けている

（一方のピジンは縮小と簡素化）．トクピシンは主に話し

言葉として用いられ，日常会話や新聞（ただし日刊では

ない，そのため住民は新聞に関しては英語のものを読む

ことになる），テレビやラジオで耳にすることができる．

キリスト教関係の書物，例えば聖書などは，マダンの町

の書店にてトクピシンで入手可能である．拡張した結果，

実際，町の中では，同じ現地語，例えば，アメレ語の住

民は，同じアメレ出身の者と話す場合アメレ語を使用す



るが，異なる現地語を話す人，例えば，ビルビル語の話

者と話す場合，トクピシンで話す．パプアニューギニア

の国内で，異なる現地語，それも離れた地域間での結婚

や交流が増えるにつれて，第一言語が現地語ではなく，

トクピシンになる子供が増加している．彼らは学校に通

うようになると，英語を第二言語として学ぶようになる

が，現地語の共同体が現地語の教育や保持をしない限り，

そのようなトクピシンを母語にする者は現地語を学ぶこ

とはせず，次の世代に伝えたりすることが絶望的になる． 

このように，マダンの町及びパプアニューギニアにおい

て，公式的な英語と非公式であるけれども事実上の共通

語であるトクピシンの拡張が進んでいる（マダンの町で

事務職や観光関係の人々は両言語話す必要がある）． 

 疑問点 

言語接触やピジン・クレオール言語や言語変化について

様々な観察や理論が存在するが，それらを踏まえた上で，

マダンの町の多言語状況に関する疑問点や議論すべき点

をまとめる．まず平衡状態であるが，トクピシンの流入

や英語やその他の外国語の流入など，平衡状態を破りか

ねない決定的変化の可能性は存在した．それにも関わら

ず，マダンの町は 500 言語もの多言語状況が持続してい

る．これは，平衡状態を維持しようとする他の要因があ

るものと考えられる．次に言語接触についてであるが，

マダンの町の状況は，Sprachbund とは言い難く，一方で

小規模な共同体で発生するmetatypyとも言い難い．東京

やロンドン，ニューヨークなどの大都市でも類似の多言

語の共存状況が発生し，日々言語接触が存在するわけで

あるが，そのような多言語状況と比べて，マダンの 500

言語もの状況は言語が多様すぎる点とお互いの文法変化

が一部観察される点で特殊である． 

 最後にマダンの町における共通言語としてのトクピシ

ンの役割である．トクピシンの普及がマダンの町におい

て，500言語が共存するのかという疑問に対する答えにな

るかと思われる．しかし同時に，マダン近郊に位置する

多数の住民たちの現地語（アメレ語，ビルビル語，ノブ

ノボ語）の要因について，トクピシンの役割と関連させ

て考察する必要がある(Thomason & Kaufman 1988: ch 4, 7)． 

4. 議論 

現地調査と先行研究での考察の結果，マダンの町の500

言語という多言語状況について，本研究で議論すべき点

を明らかにした．ここでは，いくつかの言語に見られる

文法的相違と社会言語学的状況と関連させて議論する． 

第一点は，マダン州内の現地語の状況についてである．

ここでは特に，アメレ語，ウサン語，タキア語，マナム

語と．それらに加えトクピシンを採用し，5言語での文法

的相違がどのようなものかを観察する．2007年のフィー

ルドワークの際，調査者はアメレ語，ビルビル語，タキ

ア語，ワスキア語の話者と各自の言語の文法や社会状況

について聞き取りを行った．その結果，マダンの町では

マダン近郊にある3言語の話者，アメレ語，ビルビル語，

ノブノボ語の話者らが大きな共同体を形成していること

がわかった．以下では，文法の詳しい記述が入手不可能

なビルビル語とノブノボ語の代わりに，ウサン語，タキ

ア語，マナム語というマダン州の現地語を取り上げる．

それぞれの言語の位置関係を図 4 の地図に示す．アメレ

語とウサン語はニューギニア系，タキア語とマナム語は

オーストロネシア系の言語である． 

 
図4：マダン近郊の3言語プラス3現地語  (WALS, Language Viewer, 2005 ) 

以上の 5 言語の語順と名詞標示（格標示，前置詞，後置

詞）について簡単にまとめたのが以下の表 1 である．こ

こで注目すべき点は，タキア語とマナム語はオーストロ

ネシア系の言語にも関わらず SOV語順で後置詞を持つ点

である．これは，従来は SVO，または VSO語順で，前置

詞を持っていたオーストロネシア系言語がニューギニア

系言語との言語接触の結果，文法が変化したのである． 
言語名  主な地域  系統  語順  名詞標示 

アメレ語  マダン近郊  ニューギニア系  SOV  後置詞 

ウサン語  山岳部  ニューギニア系  SOV  後置詞 

タキア語  カルカル島  オーストロネシア系  SOV  後置詞 

マナム語  マナム島  オーストロネシア系  SOV  後置詞 

トクピシン  PNG全域  ピジン・クレオール  SVO  前置詞 

表1：マダン州の言語の一例 

このような文法特徴の共通性は(3)に示す名詞と形容詞の

順序にも観察される． 

(3)    5言語の形容詞(A: adjective)と名詞(N: noun)の順序 

アメレ語  “da’na mebahi” (man‐good): NA 

ウサン語  “munon isig” (man‐old): NA 

タキア語  “tamur uyan” (man‐good): NA 

マナム語  “tamóata salaga=lága” (man‐tall ): NA 

トクピシン  “gutpela man” (good‐man): AN 

それにも関わらず，各言語の細かい文法内容や語彙は大

きく異なる．そのため，文法的に類似しているからと言

って，言語同士が似ているわけではない．注目すべき点



は，SOV,  NA語順で後置詞を共通に持つ現地語の住民が，

まったく文法が異なる SOV,  AN 語順で前置詞のトクピシ

ンを第二言語，共通言語として身につけている点である．

一部ではあるが，アメレ語にはトクピシンから借用した

文法が存在する(調査者の観察及び，Roberts 1987)． 

第二点はマダンの町における多言語状況を社会言語学

的にどのように位置づけるかという点である．このよう

な多言語状況がひとつの言語に収斂したり，Sprachbund

を形成したりせずにマダンの町で存在するかについて説

明を試みる．マダン近郊の 3 言語（アメレ語，ビルビル

語，ノボノブ語）の話者が町の中に多く，支配的な言語

共同体を形成し，結果的にそれらの言語共存が存在する．

また，この 3 言語は共同体で各現地語を保持しようとす

る意識が高い．それら3言語に付随して他の現地語話者・

外国語話者が存在し，多言語状況を形成している．そう

して，町の住人はトクピシンや英語という共通言語を話

し，互いに意思疎通を図っている(Tryon  &  Charpenter 

(2004))．よって，言語接触を常時行いつつも，有力な 3

言語と共通言語であるトクピシンや英語でもって，多言

語の平衡状態を維持していると解釈する． 

5. 結論と展望 

本研究では，パプアニューギニアの町マダンにおける

500言語からなる多言語状況を示した．英語やトクピシン

という共通言語に加えて，数多くの現地語（ニューギニ

ア系とオーストロネシア系），そしてその他の印欧語や日

本語，中国語，インドネシア語が存在し，特殊な多言語

状況であることが判明した．ひとつの町の中に存在する

この状況を社会言語学的な点から見た場合，500もの数の

平衡状態を維持するために，有力な近郊現地語の存在や

言語接触によるゆるやかな文法類似，クレオールの拡張

的な普及が関連していることが観察された．本研究は量

的な調査ではなく，マダンに居住する異なる種類の複数

人への調査であったが，各人 2言語以上，多い場合 4言

語を話すことができた．このような併用や使い分けがマ

ダンの言語多様性を保持しているのである．マダンの町

における多言語の事例は，世界の言語の伝播における言

語接触や拡散，多様性の特徴を考察するのに役立つ（市

之瀬(2007), Aitchison(1991), Nettle & Romaine(2000)）． 
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